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第４章 農業、鉱業を含めた産業廃棄物 

第1節 農業 

 農業からの産業廃棄物は、関係部門の資料を基に畜産農業からの動物のふん尿及び施設園芸農業

からの廃プラスチック類について調査を実施した。 

 その結果は表4-1-1、表4-1-2のとおりである。 

 

表4-1-1 農業からの産業廃棄物 

 

対象物 関連資料の出典等 排出量 

 

動物のふん尿 

＊活動量：「都道府県別家畜・鶏飼養頭羽数」 

    （「日本統計年鑑」総務省統計局）による 

     「食鳥流通統計調査」 

    （農林水産省資料）による 

＊ふん尿発生原単位：「堆肥化施設設計マニュアル」 

 （中央畜産会）による 

978千ｔ/年 

農業系廃プラスチック類 ＊発生量：三重県農業用使用済プラスチック適正  

処理推進協議会の調査による 
348t/年 

 

表4-1-2 農業系廃プラスチック類 

                                                                                （ｔ/年） 

再生処理 埋立処理 焼却処理 その他 合計 

215 98 35 0 348 

 

 

第2節 鉱業 

 鉱業からの産業廃棄物については、標本調査により実施した。 

 鉱業からの発生量は、1,586千ｔとなっている。種類別にみると汚泥が1,540千ｔと全体の約97%

を占めている。（表4-2-1） 

 発生量1,586千ｔに対して、自己中間処理（自己中間処理量は1,575千ｔ）により1,209千ｔが、

委託中間処理（委託中間処理量は40千ｔ）により38千ｔが減量している。 

 処理・処分は、発生量の約12％に当たる190千ｔが採取跡地への埋め戻し等となっている。 

                 

表4-2-1 鉱業からの産業廃棄物 

                                                                       (千ｔ/年) 

発生量 有償物量 排出量 減量化量 埋め戻し量等その他

1,586 (100%) 0 (0%) 1,585 (100%) 1,248 (79%) 190 (12%)  

 
 
 
 




